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１【提出理由】

当社は、当社の連結子会社が控訴していた訴訟の判決を受けたことに伴い、当社及び連結会社の財政状態、経営成

績及びキャッシュ・フローの状況に著しい影響を与える事象が発生しましたので、金融商品取引法第24条の５第４項

及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第12号及び第19号の規定に基づき、本報告書を提出するもので

あります。　

 

２【報告内容】

(1)　当該事象の発生年月日

平成27年９月18日（業績予想修正公表日）

 
(2)　当該事象の内容

当社の子会社である株式会社アール・ピー・ビルディングは、同社が賃借している「リーガロイヤルホテル東

京」に関し、賃貸人である住友信託銀行株式会社（現・三井住友信託銀行株式会社）に対して、平成21年３月分

以降の賃借料につき、平成22年８月10日付で借地借家法第32条に基づく賃料減額確認請求訴訟を提起する一方、

賃貸人からは平成23年２月４日付で賃料請求の反訴が提出されておりました。

平成27年１月26日付で、東京地方裁判所より、当社の子会社の請求を棄却し、平成26年１月16日までの賃料差

額相当額1,126百万円、平成26年１月16日までの相当額に係る遅延損害金352百万円及び平成26年１月17日以降に

おける賃料差額相当額を完済するまでの遅延損害金を支払え等の判決が言い渡されました。当社及び当社の子会

社は当該判決の内容及びその理由を不服とし、平成27年２月４日付で当社の子会社が東京高等裁判所に控訴して

おりました。

本訴訟に関して、平成27年９月９日付で、東京高等裁判所より、当社の子会社の請求を棄却する等の判決が言

い渡されました。

これに伴い、当社グループが所有する「リーガロイヤルホテル東京」の事業用資産について、今後の業績見通

しを勘案し当該事業用資産の回収可能性を検討した結果、減損損失を特別損失として計上する見込みでありま

す。

なお、当社及び当社の子会社としては、判決内容を踏まえ検討した結果、同判決を受け入れ、上告・上告受理

申立は行わないことといたしました。

 
（3）当該事象の損益及び連結損益に与える影響額　　

平成28年３月期第２四半期において、以下の金額を特別損失として計上する見込みです。

（連結）

特別損失（減損損失）　　　　　約1,814百万円　

（個別）

特別損失（減損損失）　　　　　　約216百万円
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